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オープンキャンパスにおける軽金属資料展示の報告
Report on exhibition of light metal samples at open campus
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2017年8月8日（火）および9日（水）に，愛媛大学（愛媛県
松山市文京町3番）にてオープンキャンパスが開催された。
工学部機能材料工学科では，2日間にわたり，愛大ミューズ
1階に設置された学科紹介コーナーにて，来場者に対して学
科紹介が行われた。今年度は，2日間で延べ21名の高校生が
来場した。来場者は昨年度より50%増え，より活況な学科
紹介となった。保護者連れで来場する高校生もおり，多くの
保護者の方々も関心を持っていると思われる。このような
方々に学科についてわかりやすい説明をすることがオープン
キャンパスでの学科紹介では重要なことである。機能材料工
学科ではさまざまな材料を取り扱っているが，軽金属も対象
とする材料の1つであるため，そこで今回，学科説明をより
効果的にするために，図1に示す資料を用いた。これらは軽
金属学会総務委員会・企画委員会合同人材育成WGが人材育
成のために行っている取り組みを通じて，我々に供与してい
ただいたものである。供与していただいた資料は，重量比較
サンプル（アルミニウム，銅，ステンレス鋼，チタン，マグ
ネシウム，プラスチック），ミニチュアインゴットとアルミ
ナ，および「アルミなるほどミュージアム」の冊子100部で
あった。図2にこれらの供与資料を用いて説明を行っている
様子の一例を示す。来場した方々は，実際に種々の材料を手
に取ることによって，それらの違いを肌で感じることができ
たようである。例えば，金属やプラスチックを手に取ること
によって，材料の密度の違いに皆が驚いていた。プラスチッ
クとステンレスの違いだけでなく，軽金属が他の金属に比べ
ていかに軽いかということも明らかに理解してもらえたよう
である。やはり，実物を手にすることの理解度への貢献は非
常に大きいものがあった。また，軽金属が社会に貢献してい
る重要な金属であることの説明として，輸送機器の軽量化に
伴う燃費改善と地球温暖化抑制への貢献について説明した。
通常は説明をわかりやすくするために多くの図やイラストな
どを用いるが，それでも一般の方々に内容を深く理解しても
らうことはなかなか難しい。しかし今回，来場者の方々に実
際に金属資料を手に取ってもらい，重さの違いを実感しても
らった後で説明を行ったため，軽金属の軽さへの理解が深ま
り，いつもより深く説明内容を理解してもらえたようであ
る。その証拠に，例年より機能材料工学科に興味を持ってく
れる高校生が多く，学科の内容について熱心に質問をする高
校生が多く見られた。供与していただいた資料に実際に触れ

てもらうという試みが，学科説明をわかりやすくすることに
非常に役に立ったと感じた。
今回はオープンキャンパスで資料を使用したが，これらの
資料は大学での金属材料の講義などでも有効な資料であると
感じた。例えば，講義中に学生が実際に手に取ることにより
種々の金属の違いについて実感が湧き，材料に興味を持つこ
とで材料に対する理解が深まり，講義内容の理解も深まる
きっかけになるものと期待される。
最後に，今回，軽金属に関する有益な資料を供与していた
だいた一般社団法人日本アルミニウム協会および日本軽金属
株式会社に心より感謝申し上げる。
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図1 供与していただいた資料

図2 供与資料を用いた説明の様子


